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関係法規Ⅰ.2.6.7 

教育学 5.7 

人間発達学.1 

健康とﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 6.3 

文化人類学.1.3.6 社会学.1.6.7 心理学.1.5 論理学.4 

微生物学.1 

宗教学Ⅰ1.2.3 

人体の構造と機能Ⅰ.1 

人間関係論Ⅱ.3 

情報科学 2.7 

英語Ⅰ.7 

英語Ⅱ.7 

人間関係論Ⅰ.3 

宗教学Ⅱ1.2.3 

人体の構造と機能Ⅲ.1 

人体の構造と機能Ⅱ.1 

栄養生化学.1 

病態学総論Ⅰ.5 薬理学.5 

病態学総論Ⅱ演習.5 

地域包括ケア.7 

社会福祉.6 医療概論.2 

治療論Ⅱ.5 

疾病と治療学Ⅰ.5 

疾病と治療学Ⅲ.5 

疾病と治療学Ⅴ.5 

疾病と治療学Ⅱ.5 

疾病と治療学Ⅵ.5 

疾病と治療学Ⅳ.5 

治療論Ⅰ.5 

関係法規Ⅱ.2.6.7 

公衆衛生学.7 

健康と生活を支える看護Ⅰ.1.5.6 

健康と生活を支える看護Ⅱ.1.5.6 

在宅看護概論.1.2.5.6 

在宅方法論Ⅰ 5.6 

在宅方法論Ⅱ2.5.6.7 

在宅方法論Ⅲ.4.5.6 

成人看護学概論.1.2.5.6 

母性看護学概論.1.2.5.6 

精神看護学概論.1.2.5.6 

小児看護学概論.1.2.5.6 

老年看護学概論.1.2.5.6 

精神方法論Ⅰ.5 

精神方法論Ⅱ.5 

精神方法論Ⅲ.5 

成人方法論Ⅰ.5 

成人方法論Ⅵ.5 

成人方法論Ⅴ.4.5 

成人方法論Ⅳ.5 

成人方法論Ⅲ.5 

成人方法論Ⅱ.5 

老年方法論Ⅰ.5 

老年方法論Ⅲ.4.5 

老年方法論Ⅱ.5 

小児方法論Ⅰ.5 

小児方法論Ⅲ.4.5 

小児方法論Ⅱ.5 

母性方法論Ⅰ.5 

母性方法論Ⅲ.4.5 

母性方法論Ⅱ.4.5 

看護の統合と実践Ⅰ.4.6.7 看護研究.7 

医療安全.2 

看護の統合と実践Ⅱ.4.5 

成人・老年看護学実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 小児看護学実習 母性看護学実習 精神看護学実習 

成人・老年看護学実習Ⅰ 

DP1 看護の対象である人間を統一体と

して理解し、人間の生涯とその生活に関心

をもつことで、各期の成長・発達・加齢の

特徴を理解することができる 

DP２ 専門職業人としての倫

理に基づいた看護が実践でき

るための基礎的能力を身につ

ける 

DP３ 人間の基本的権利を尊

重できる豊かな人間性を養うと

ともに 自己表現力を身につけ

る 

DP６ 地域包括ケアシステムにおける

自らの役割を理解し、多職種と連携・協

働しながら多様な場で生活する人々へ看

護を提供する意義と方法がわかる 

DP５ 生涯各期における健康の保持・増進、

疾病の予防及び健康の回復に関わる看護を理

解し、対象とともに健康課題を解決できるよ

う支援することができる 

DP４ 看護の実践に必要な臨床

判断を行うための知識・技術が修

得でき、科学的根拠に基づいた看

護が展開できる 

DP７ 専門職職業人として自己の

行動や言動を内省し、自らの課題

に取り組みながら学習し続けるこ

とができる 

コミュニティケア実習 

すこやかﾗｲﾌｹｱ実習 

共通基本技術Ⅱ 4・5 

回復促進技術  4・5 

共通基本技術Ⅲ 4・5 

臨床看護総論Ⅱ 4・5 

生活支援技術Ⅱ 4・5 

共通基本技術Ⅳ 4・5 共通基本技術Ⅴ 4・5 

臨床看護総論Ⅰ 4・5 生活支援技術Ⅲ 4・5 

看護学概論  1・2・3・4・5・6・7 

共通基本技術Ⅰ 4・5 

生活支援技術Ⅰ 4・5 

 

 

基礎看護学実習Ⅱ 

基礎看護学実習Ⅰ 

基礎看護学実習Ⅲ 

 

看護の統合と実践Ⅲ.4.5 統合実習.1～７  

 

  


